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1.問 題 の所在 と方法 ・立場
今 日、仏教者 の主 な任務 ない し業務 は、葬 式法要 であ る。葬送儀礼 こそが仏教 の代名詞 とさ
え なっている。 そのよ うな現代仏教 の実態 に対 して 「葬式仏教」 の ラベルが は られ るのは、 と
　
との 自然 のな りゆ きであろ う。 このよ うな仏教観 には必ず批判 や非難、っ ま りマイナスの評価
がふ くまれている。 いわ く、釈迦 はみずか ら葬式 をい となみは しなか ったで はないか。いわ く、
法然や親驚 は死者 の処遇で はな くひとの生 き方 を教 えたのではなか ったか…。
本書が、古代末 ・中世 の世界を と りあげたの は、 この時代 に仏教 の 日本化 と民衆 化の志 向が
み られ るか らで ある。仏教 なかんず く源信 ・法然 に始 まる浄土教が いか なる役割 を果 た したの
か、 とい う観点か ら、 日本人の精神世 界を照射 したい とお もう。その作業を とおす ことによっ
て、 今 日の葬式仏教 の姿 を浮 き彫 りに し求 め らるべ き仏教本来のあ り方 を探 りだす ことが可能
にな る。 それ こそが、宗門の僧籍 を もち、一方、大学で中世の思想史 を研究す る筆者 の、二 つ
の立場 を架橋す る もっと も自然な アプローチだ と信ず る。
い ま筆者 は 「仏教本来 のあ り方」 とい ったが、仏教本来 のあ り方 とはなんであろ うか。 これ
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に はす くな く と もふ た とお りの語 義 が あ る。 ひ とつ は起 源 的 な意 味 で あ り、 も うひ とつ は当 為
的 な意 味 で あ る。 起 源 的 な本 来 性 と は、 歴 史 を さか の ぼ る こ とに よ って 得 られ る仏 教 の歴 史 的
な原 初 性 で あ る。 っ ま り 日本 よ りも中 国、 中 国 よ り もイ ン ド、 イ ン ドの なか で も大 乗 仏 教 よ り
コ 　
小乗 仏教 と、仏教伝播 の歴史を逆 にた どることによ って もとめ られ る、仏教 の もとの あ りよ う
で ある。起源的本来性 を重視す るの は源泉至上主義 であ り、 この立場をつ きつあ ると、釈迦が
生誕 後 に発 した第一声 と伝え られ る 「天上天下 唯我独尊」 とい う文 句が、 そ してそれだ けが
唯一 の純粋 な真実の仏教であ り、それ以外、 それ以降 の仏教 はすべて不純で、堕落 した仏教 で
あ る、 とい うことになる。 これ は荒唐無稽 の発想 であるといわねばな るまい。
これ に対 して当為的な本来 とは、歴史 の新 旧や発祥地 イ ン ドか らの遠近 にかかわ らず、存続
してあ る超歴史的基本性であ る。 っ まり、宗教 をは じめ思想 ・文化の歴史的展 開 には、 その過
程 で必ず変容の生 じることを認 めた うえで、 しか も幾重 もの変容を とお してなお具現化 しっづ
　 　 　 　
け る仏 教 の ほん と う の あ りよ うで あ る。
で は当 為 的本 来 、 っ ま り ほん と うの あ りよ うは、 仏 教 史 の最 初 期 に創 唱 され て以 来 、 固定 し
た不 変 の もの で あ ろ うか。 答 え は否 で あ る。 仏 教 の歴 史 は思 想 の展 開 の あ ゆ み で あ り、 機 能 の
変 化 の プ ロセ スで あ る。 仏 教 は、 異 な る時 間 や空 間 に伝 え られ て い くな か で 現 実 と 向 き合 い、
対 話 を こ こ ろみ る。 た だ し、 現 実 レベ ル で の仏 教 の機 能 の 実 態 は、 当為 的立 場 とっ ね に合 致 す
る と は限 らな い。 む しろ矛 盾 や乖 離 を さ え は らむ で あ ろ う。
この よ うに仏教 は、 現実 レベ ル で の は た らき を とお して ため され、 きた え られ て い く。 受 容
す る側 との か か わ りか らい え ば、 当為(あ るべ き)と 現実(で あ る)と の不断 の キ ャ ッチ ・ボー
　 　 　 　
ルのなかで、再解 釈や再創造 を必至 とす るのである。 ここにこそ仏教 の普遍宗教 としての特性
があ る。 この意 味で、仏教 に とって現実 とは、一面で は厳 しい リトマス試験紙で あ り他面 では
す ぐれ た培養基であ るといえ よう。
もとよ りイ ン ド仏教 史を さかのぼれば、起源性 と当為 性を合わせ もっ場 もあ りえよ う。肝要
なの は、眼前の仏教 の実聾を評 価す る基準 をたてるさい、単 な る起源 的本来性(も とのあり方)
を もって当為的本 来性(ほ ん とうのあ りよ う)で あると誤認 してはな らない ということである。
ところで、起 源的本来性 のあ り方 が どこまで さかのぼ るにせ よ、 それは静的 ・固定的 に とら
ダイナ ミズ ム
え られ るの に対 して、 当為 的本来性 のあ り方 は、思想発展 の 動態 において とらえ られね ばな
　 コ 　
らな い。 具 体 的 に の べ よ う。 巨視 的 な レ ンズで 見 るな らば、 仏 教 思 想 の展 開 は、 さ と りの 仏教
　 　 　
か らす く いの仏 教 へ の転 換 と して と らえ る こ とが で き る。 人 間存 在 の根 源 に苦 を み いだ し、 苦
か らの脱 却 を め ざ す 「さ と り」 の仏 教 か ら人 間存 在 を罪 とみ さ だ めて 、 罪 ゆ え に 「す くい」 を
ね が う仏 教 へ の展 開 で あ る(西 川 知 雄 『法 然 浄 土教 の哲 学 的解 明』)。
この よ うな大 きな うね りを もっ変 転 が 、 いっ 、 ど こで、 どの よ うに な され た の か につ い て ・
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論 断す ることはきわ めて困難 であ る。 ただ、 ここで留意 しておきたいの は 「さと り」 の仏教 も
「す くい」 の仏教 も、 ともに当為的な意 味での本来 の仏教 た りうることで あ る。
わが国の仏教 が ようや く日本化 と民衆化 の方向を しめ しは じめるの は平安後 期、10世 紀 なか
ばであ るが、その動 向が まさに 「さとり」か ら 「す くい」へ の方 向転換 を意 味す る。 それ は具
体 的 にいえば、浄土教 の天 台仏教 か らの独立的運動 とい う歴史的事実 を さす。 今 日にっ なが る
仏教 と葬送 の連結、 っ まり仏教者 の葬送へ の主体 的なかかわ りも、 この時点 に本格化 したので
あ る。
す くい
そ こで問題 は、今 日の 「葬式仏教」が本来(当 為 的)の 機能で ある救済 を果 た して い るか ど
うか、 に しぼ られ る。人 は葬送 に、 ほん とうに救済 をみいだ して いるのだろ うか。 そ して仏教
者 は、葬送儀礼 を とお して救済 を実践 して いるのだろ うか。
救済 と葬送 との関連 を問 うには、単 に救済論 の教理的展開や、葬送 儀礼の歴史 的変遷 を それ
ぞれ別個 にたど るだけで は徒労 におわ るであろ う。筆者 は、救 済 と葬送の いず れに も根 底的 に
かか わ る日本人 の死生観 に着眼 したい。死 と死後 をめ ぐる日本人 の心 情や態度 が形成 され る上
で、仏教 はどのよ うな役割 を果 た して きたのか一。 これが本書全編 をっ らぬ く基本 的なテ ーマ
である。 その意味 で本書 は日本仏教機能論 であ るともいえよ う。
なお本論文 の方法 ・立場上 の特色を具体 的に示せ ば次の とお りであ る。
従来、 中世仏教研究 は、教理史研究 が主流 をな してきた。 すなわ ち、 仏教 者 のなかで も頂 点
的 な思想家の著作 のみを素材 と し、 自己完結的 な体系を もっ教理 の研究 に終始 して きたのであ
る。
これ に対 して本論文で は、 そのよ うな教理偏重の研究視 角か らは切 り捨 て られ る、生 きた信
仰の実態や、 なまの精神 ・思潮の歴史 を解 明す るため、信仰対象 に即 す方法 で はな く、信仰主
体 の意識 に即す方 法が有 効であ ると考 えた。 そのため体系 的教理 とその受容 の実態 との落差 の
意味の大 きさに留意 し、 また教理 的には同 じ範疇 に属す る事柄 も、 その表現 の差異 の もっ意味
の大 きさに留意 した。 したが って問題視野 をな るべ く拡 げ、時代 や素材 の範囲 を、 タテ には万
葉 の時代 か ら室町(以 降)ま でを、 ヨコには仏教 教理 か ら神道 ・文芸 ・伝承 までを射程 に収 め
た。 この ような 巨視的な視座 をたてる一方、当時の人 び との精神 のひだに分 け入 るため微 視的
な視座 を も同時 に設 定 したのであ る。
おわ りに本文の説明のなかで、 しば しば用 いる二 等辺三角形 につ いて一 言 ふれ て お き たい。
三 角形 の頂 点 に位置す るの は、思弁 レベルの表層であ り、底辺 に位置す るの は生活 レベルの基
層 であ る。 そ して頂点 塑 ら底辺 にかけての鎖線の垂線 は表層 と基層 をっ な.ぐ論理 であ る。 表層
にちかづ くにつれて、観 念や情念 は抽象度 を増 し、基層 にちかづ くにつれて抽象度 は低下 する。
オ リエンテ 　 リング
表層 か らは基底 に向 けての思想 の方 向づ けが行われ、基層 か らは表層 に向 けてエネルギーを提
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供 す る こ と とな る(丸 山 真 男 「思 想 史 の 考 え方 に つ い て 」。 武 田清 子 編 『思 想 史 の方 法 と対
象 』)。 そ して現 実 の思 想 や心 性 が形 成 され るの は、 両 者 の相 互 運動 に お い て な の で あ り、 相 互
運 動 の あ りよ うは時 代 ・社 会 的 要 因 に も とつ くと筆 者 は考 え て い る。
表 層 と基 層 との 中 間領 域 を と くに注 目す るの は、 エ リー トの 思想 を情 念 の レベ ル で と らえ 、
か っ、 民 衆 の意 識 の なか に論 理 をみ す え た い と考 え るか らで あ る。
死 の歴 史家 は、 …聖 職 者 と して の言 葉 の か げ に、 そ の教 え を大衆 に理 解 可 能 な ら しめ て い
る、 自 明 の一 般 共 通 の考 え 方 の共 有 の基 盤 を見 出 さね ば な らな い の で あ る。 っ ま り学 識 あ
る聖 職 者 とそ の他 の 者 た ち とに共 通 で、 そ の よ うに素 朴 にあ らわ れ て くる基 盤 を。
フ ィ リップ ・ア リェ ス 『死 と歴 史 』(伊 藤 昇 ・成 瀬 駒男 訳)
ア リエ ス の著 書 に接 した こと、 な か ん ず く、 こ こに引 用 した か れ の方 法意 識 に触 れ た ことが、
本 論 文 を この よ うな構 想 あ もと に完 成 させ る動 機 づ け とな った こ とを しる して お きた い。
2,本 論 文 の構 成
プ ロ ロー グ
1自 己 の 死
1無 常 と盈 麟 一 『徒 然草 』 を例 と して
は しが き1.処 世 観2.美 意 識(1)3.美 意 識(2)4.盈 断 と無 常 む
す び
2『 一 言 芳 談 』 の世 界
は しが き1.基 本 的 性格2,根 本 的 立 場 む す び
3「 死 態 」 観 と浄 土教
1.「 死 態 」 観 に っ い て2.一a往 生 伝(『 三 外 往 生 記 』)の 場 合2.一b発 心
讃(『 発 心 集 』)の 場 合3.軍 記 物 の場 合
4逆 修 信 仰 一論 拠 と実 態
は しが き1,論 拠 の検 討2.実 態 の検討 一機 能 に即 して
5「 梓 弓」 説 話 の形 成 一仏教 と シ ャー マ ニ ズ ム
は しが き1.逆 修 諏 と して の 「梓 弓」 説 話2.「 梓 弓」 説 話 群3.巫 俗 に
お け る 「梓 弓」4.「 梓 弓」 説話 と巫 俗 の関 連 む す び
H病 ・死 ・葬
1日 本 人 の病 気 観 と仏教 一古 代 か ら近 代 まで の一 系譜
1.病 は善 知 識 な り2.そ の後 の展 開
2看 と りの精 神 一現 代 と中世 の交 響
は しが き1.現 代 の問題 状況2.看 と りの視 座3.法 然 以 前4.法 然
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の場合 むす びにかえて
付1臨 終行儀 一往 くものへ の作法 を考 える
1.臨 終行儀へ の視点2.臨 終行儀 一行事 と勧念
4.臨 終行儀論 ・検討
付2臨 終念 仏考 一聞 く ・聞かせ る
1.『 栄花物語』 一道長 の場合2.源 信 の場合
4.貞 慶 の場 合5.良 忠の場 合 と 『三 国伝記』
付3日 本人 の〈葬〉 の深層
3日 本人 の死生観 と浄土教
皿 もうひ とっの信仰
1〈 夢〉信仰 の軌跡
は しが き1.〈 夢〉信仰 の減圧2.
圧 と変奏4.〈 夢〉信仰 の中世的展開
2善 導 ・法然 をめ ぐる人 師信仰
は しが き1,法 然 の善導観2.
3中 世 におけ る神仏関係 の一面 一仏法禁忌を中心 に
は しが き1.禁 忌 と神祇信仰2.
海参詣記』 にみ る排仏 と習合
エ ピローグ
1.臨 終行儀2,中 世の死態 観3.今 日の問題
3.各 論稿 の概要
3.念 仏 一 聞 く ・聞 か せ る
3.法 然 の 問 答 と 『発 心 集 』
〈夢〉信仰の変奏
法然門下 の場合 むす び
3.〈 夢〉信仰の減
『類聚神祇本源』 にみ る仏法禁忌 3.「 通
第1部 「自己 の死」で は、死生観、 すなわち自己の死 をいかに理解するか という問題 に対 し、
無常思想 の果 た した役割を根底 にふ まえつつ、「死 の受容」 とい う特質 を さ まざ まな論 点 か ら
浮 き彫 りに した。
第1章 「無常 と盈麟 一 『徒然草』 を例 として」で は、従来、「無常観 」 とい う言 葉 で一括 さ
れて きた思想 の中 に、現実肯 定 にたっ処世哲学 と もいうべ き 「盈麟 を忌 む」(盈 麟 思 想)と い
う考え方 と、仏教的 な現実否定 にたっ 「無常観」 という二 っの異質 な理念があ ることを 『徒然
草』 のなか に発見 し、処世 観 ・美意識(生 活美)・ 美意識(自 然美)・ 死生 観の4点 にわた っ
て分析 ・解明 し、兼好の思 想構造 を重層性 にお いて把え るべ きことを主張 した。 これ は永 積安
明 ・安良岡康作両氏の 「無 常」論 への批判 をふ まえて いる。
第2章 「『一言芳談』 の世界」で は中世 における念仏者 たちの特異 な法語集 で あ る 『一 言 芳
談』 の基本的性格 を、 まず他の隠遁文学 と比較 しっっ 「後世者性」「非情緒性」「非理智性」 の
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3点 で把 え、次 にその根本 的立場 を道 理の思想 と貧 の思想 の両面 か ら論 じた。道理の中核 に根
ざす意志 とは、観念 や情緒 を振 り払 い、断ち切 ったところに露表 する自己確立 の意志 であ った
ことを指摘 し、 このよ うなく道理〉 の用例 は承久の乱以前 の宿世的 な もの とは異 な り、乱 以後
に新 たに展開す る ものに属す る もの とみて、本書を中世思想史上 に位置づ けよ うと した。 その
際、〈道理〉 とその具現で あるく貧〉 の強調 を共有す ることか ら、本書 とこれ に先だっ 『正法
眼蔵随聞記』 との思想的関連 性を指摘 した。
第3章 「〈死態〉観 と浄土教」 では、死 に際の生態、つ ま り死 に直面 した当事者 の主観 的な
心意、態度 をく死態〉観 と定義 した うえで、死生観 の重要 な側面 の形成 に果た した仏教 の役割
を、往生 伝 ・発心調 ・軍記物 の3っ を素材 に考察 した。 その結果、仏教 の教義 とそれを受容 し
た人 々の実際の死態観 とのあいだのズ レを発見 し、 中世 の発心謂 には臨終正念 を得 んが ために
往生をねが うごとき、 いわば往生 の手段化 とい った傾 向がみ られ、 また軍記物 には現世 的人 間
関係 への愛着 の熾烈 さと、現世的 ・肉体的生命へ の執着の稀 薄 さとの共存 が彼 らにとって矛盾
でない ことな どを指摘 しえた。 〔なお この論点か ら、死後再会信仰 の問題 をやが て見 出す こ と
にな る。 一第H部 一〕
第4章 「逆修信仰 一論拠 と実態」 で は、 中世 に盛行 した逆修信仰 を とりあげ、 その 目的 と し
て 「往生 ない し菩提」「延寿」 「受容」 の3っ の型 がみ られ ることを指摘 し、典拠で ある漢訳経
典 とわが国での信仰 の実態 との落差を解 明 した。自らの死を覚悟す るためのバ ネとしての逆修=
擬死 は 日本独 自の もので あ り、中世 の死生観 の基調 とい うべ き〈死 その ものの なか に問題の解
決 を見 出そ うとす る態度〉 と軌を一 にす るもので あることを指摘 した。 〔この論考 の なか で見
出 した 「梓 弓」 と 「生前記名の過去 帳」 の2要 素 を もつ話例 は、 やがて 「梓 弓」説話 と一 括 し
て とりあげ、論 じる ことにな る。 一次章 一〕
第5章 「『梓弓』説話 の形成 一仏教 とシャーマニズム」 で は、普遍 宗教 と して の仏 教 と基層
信仰 たる シャーマニズムとの交渉 を、逆修讃 と しての 「梓 弓」説話 にっいて考察 した。過去 帳
へ の生前記名 と、 その理由を詠 じた 「梓 弓」歌の2要 素 をあわせ もっ同一話根 の説話群 が、 ほ
ぼ中世後期 に集中 してみ られ る伝承文芸史上 の事実 をふ まえ、本来の口寄 せ巫俗 が習俗 と して
先 にあ り、 そ こでの呪具ない し象徴 たる 「梓弓」 が、〈帰死性〉を説示 す る逆修課 に転 用 され
た ことを解 明 した。』帰死性 とは、死へ の結縁 にお いて救 いを見 出す心情 ・態度 の謂 であ り、小
論の造語 で ある。
第 ■部 「病 ・死 ・葬」 では、第1部 の 「死の受容」論 を一歩進めて、病 と死後 の生命 への想
念や、死後 の世界(他 界)に 向けての救済願望 について 「臨終行儀」 を中心 に論及 した。
第1章 「日本人の病気観 と仏教 一古代'か ら近代 までの一系譜」 で は、病気 を往生 の機縁 とし
て喜んで受 けとめ る、 とい う意味を こめたく病 は善知識〉なる、巷間に裡諺 として伝わるフ レー
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ズを、初 めて学術 的に検討 を加 えた。病 とい う、 おそ らくは 「死」に次 ぐ、人生 における〈負〉
の条件 への、積極 的な意義づ けの うえの受容で ある。 このような、近代的な病気観(病 を征服 ・
撲滅 すべ き対象 とみ る)と は対遮的な立 場 にたっ病=善 知識論が、永観 のことばを初例 と して
(『拾遺往生伝』)、平安期 か ら明治期 に至 る各種往生伝 ・高僧伝 の類 において、一 つの明確 な系
譜 を形成 している こととその意義 を解明 した。 その系譜 は、A永 観伝 の系譜 、A'永 観伝 以外
の 「病=善 知識」論 の系譜、B永 観伝以 外 の 「病=善 知識」論のバ リエーシ ョン、C法 然 の言
葉 と伝え る同論 のバ リエーシ ョンに分 かれ るが、 やがて18世 紀半 ばに、A系 列 とC系 列 の一 書
にお ける交錯 の事実 を確認 し、そ こに この時期 にお けるこの フ レーズにみ られる病気観 の広 い
範囲 の普及 を想定 した。
第2章 「看 とりの精神 一現代 と中世 の交響」 は病者 な い し死者へ の 「看 とり」(care)を め
ぐって、平安 ・鎌倉期浄土教 の諸 師の説示 と、 現代 の医療 ・看護 の現場か らの臨床報告 との あ
いだに、 ある種 の呼応す る要素を発見 した。 すなわち① 臨終 の来迎 ・正念 と 「中 なお り」 現象
もん
②聞念仏 と聴覚 の活用 の意義③浄土再会 の語 で示 され る死後再会信仰 とキュブラー ・ロスの提
言 で ある(こ れ らの うち聞念 仏については後述)。
総 じて理想 的 な看 と りの条件 と して 「我 一汝(み うち)の 死」 を対象 と してい ること、 およ
び死後の生 命を射程 に収めて いることが中世 ・現代 をつ うじて挙げ られ ることを指摘 し、 さら
に法然の正如 房へ の書簡を、書簡 による究極 の看 とりと位置づ けた。 ここでは上 の3点 、 とり
わ け③ の死後再会への期待 と確信 を、看 とる者 ・看 とられ る者の双方 が抱 くとき、看 とりは完
全 とな ることを指摘 した。 い いかえれば、 それ ら双方が人間 と しての有 限性 を自覚 し、 ともに
往生 をあざ して人 間的に成長 し、人格的 な触れ合 いによって、互 いに生 および死後生 を支 え あ
うことであ る。 この点 が柏木哲夫氏 の所論 と対応 して いることによ って中世 と現代の、看 とり
の精神 をめ ぐる交響 を知 りうるので ある。
第H部 付1「 臨終行儀 一往 くものへの作法 を考え る」 では、 まず臨終行儀 を論 ず る立場 と し
て平安 中期浄 土教(源 信 と空也)を 、従来 の 「宗教」対 「呪術」 とい うように価値 的に峻別 す
る近代主義 的な立場 を前提 とす る通説 を否定 し、二 元的な把握で な く、む しろ全体 的(ホ リス
テ ィ ック)な 視点 にたっべ きことを提言 した。 それは 「二十五三 昧起請」 に埋葬 と往生、 あ る
　 　 　
いは魂 の救済 と死者 の葬送 とが、明 らか に等価的に、 かっ連動 す る営為 として把 え られてい る
事実 の発見 をふ まえての ことである。 この観点 に立 っては じめて臨終行儀 の機能 や意義が把握
で きることを指摘 した。 また この見解 にもとつ く、他 の研究者 の臨終行儀論を批判 ・検討 した。
当稿 は他 に比 べて短編 であるが、 内容 は決 して軽 くはない。
付2「 臨終念 仏考 一聞 く ・聞かせ る」で は、 「臨終 に、看 とる者 と看 と られ る者 の結 縁 関係
もん
において行 われ る聞 く念仏 ・聞かせ る念仏」をく 聞念仏〉 と命 名 し、 その機能 と意義 を解 明 し
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た。 ついでその形成 ・展 開を、源信 ・法然 ・貞慶 ・良忠 と次第す る諸師 の臨終観 によって跡 づ
け、 同時 に 『栄花物語』「発心 集』 『三国伝記』な ど文学作 品に もその実態 の反 映 を検証 した。
仏教諸 師の、教理 レベルではな く生活 レベルの文言 にうかがえ る 「聞念仏」 の説 示へ の着 目は
身体性 をふ まえた心性史 的発想 の もた らした ものであ ると考 え る。
付3「 日本人 のく葬〉 の深層」 では、今 まで紹介 した第H部(の 内、第1章 は除 く)の 諸論
稿 の論点 を綜合 ・集約 した。 ただ しその視座 は次の とお りであ る。葬送儀礼 の歴史 的展開 の跡
づけが、 しば しば死後 の生命 や他界 をめ ぐる古人の豊 かな想像力 の澗渇 してい く過程 の解 明に
終 わ ることに鑑 み、 現代人 の心性 に もふか く息づ いてお り、 あ る契機 の もとに露表 し噴 出す る
伝統 的な要素 を探 り出 し、 その起源的 な意味 を過去 にさかのぼ って検証 し、現在 と呼応す る も
のを見出そ うとす るものである。
第3章 「日本人 の死生観 と浄土教」で は、 日本人の死生観 が、仏教 と仏教以前 の民俗 とのた
えざ るキ ャ ッチ ・ボールによ って形成 され展開 して きた こζに鑑 み、生 と死 の文化 の総体 を次
の3つ の観点 か ら整理 ・検討 した。す なわち、① 死後 の生 を、信 じる立場 と、 信 じない立場 。
②死 を、 ケガ レ=不 浄 と把 えて忌避す る態度 と、往生 と把 えて受容す る態度。③死 にざまを重
視す る姿勢 と、生 きざまを重視 す る姿勢。当論稿 は、上 に紹介 した 「付3」 と同様、第H部 の
諸論点 をふ まえてい る。 ただ し、本論文で は割愛 した 「ケガ レ」論(既 発表)に つ いて触れて
い ること、 お よび古代 か ら現代 までを全体的 にと らえ る視座 にた って いる ことを特記 して おき
たい。
第 皿部 「もうひ とっの信仰」 で は、 中世 日本人の信仰 のなかで も、仏教教理の周縁 にあ って、
広 く深 く定着 してい る信仰 の実態 とその意義 を考察 した。
第1章 「〈夢〉 信仰の軌跡」 で は、文芸作品 を素材 と して古代 か ら中世 に至 る夢信仰 の展開
を追 及 した。 ここで は夢の観念 に、夢 にみる対象 を 「実在」 であ ると信受す る ところに成 り立
っ〈 夢〉 信仰 と、 夢 を 「非実在」 とみ ることを前提 と して現象世界 のはかなさを比喩的 に表現
した、仏教的なく夢 の世〉観 の2つ があ るとす る。 そ して、古代 か ら中世へ の移行 を後者 によ
る前 者 の減圧 と変奏 および否定の過程 と して把 え、 それが中世 の軍記者 に至 ってひ とっの極点
に達 した ことを論 じた。 これ は仏教 を視野 に入 れた日本思想論 で もある。
第2章'「 善導 ・法然 をめ ぐる人師信仰」 では法然 とその教 団 における善導 ・法然 に対 す る絶
対帰依 ・全的帰投 とい う信仰の形態 と、 それが教団 にお いて果た した役 割 につ いて考 察 した。
善導 ・法然 をめ ぐる人師信仰 は、その背景 に弥陀 が連接 して いる故 に弥 陀信仰 のバ リエー シ ョ
ンと把 え うる もので ある こと、弥陀 にとどま らず善導 ・法然 といった特定 の具体 的な人格 を対
象 に求 めざ るを得 ない ところに、中世 日本人 の思惟方法の特質を見出す ことがで きる ことを指
摘 した。 これは仏教信仰 を、 その対象 に即 してではな く、信仰主体 の意識 に即 して把 えた とこ
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うに特色 があ る。 また これは仏教 を視野 に入 れた 日本文化論 で もある。
第3章 「中世 にお ける神仏関係の一面 一仏法禁忌 を中心 に」 では、神仏 の関係 を、 排 仏 と、
それへの対応 の様態の なか に追及 した。従来、 中世 の神仏関係 につ いて は鎌 倉新仏教 によ る神
祇不拝 ・禁忌否定の動向 に焦点 があて られてきたが、 ここで は神祇の側か らの、仏教 に対 す る
抵抗 ・対立 と、 それ に対す る旧仏教側 か らの包摂 ・習合の態度 を、「仏教 禁 忌」 を中心 に解 明
した。 資料 と して用いた 『類聚神祇本源』お よび 『通海参詣記』 の うち後者 は、神宮側 に立っ
在俗者 と仏教 僧 との対論 であ る。僧 の思弁 レベ ルで はな く生 活 レベルの、実感 と使命感 に裏打
ち された論駁 の姿勢 は真摯 であ り説得的で あることを指摘 した。
〈 ま とめ〉
おわ りに、 「葬式仏教」を中心 に まとめておきたい。
静安 な る最後 を希 う死態観。 そ して死のなか に問題 の究極 的な解決 をみいだす人生態度。 こ
のよ うないままでの論述 をふ まえて大胆率直 にいえば、 日本仏教 の本領 は葬送のなか に救済を
見 出 してい るところにあ った。
ところが現代、 ことに戦後 このかた、 臨終行儀 はほ とん ど行 われ な くなって いる。 今 日の仏
教 界 にみ られ るのは救済論 と葬 送儀礼 が無媒介的 に破行 して いるすがたであ り、看死 な き葬送
の光景で ある。 そ こに、今 日の寺院 は 「葬式仏教」 に堕 した と一般 にいわれ る理 由があ る。 た
だ し、 このよ うな 「葬式仏教」 は、通常考 え られているよ うに、仏教 の形骸化 した もので はな
い。 それ はかってみ られ た 「葬送 ・仏教」(臨 終行儀 をふ まえ、看病 ・看死 ・葬送 が仏 教 者 の
手 に よって一連 の営み と して行 われ、救済が機能 していた仏教 のあ り方)の 形骸化 したすが た
　 　
な の で あ る。 「1.問 題 の所 在 と方 法 ・立 場 」 で のべ た よ うに、 仏教 の も と の あ り よ う(期 限
的本 来)を 基準 と した見方 に た て ば、 「葬 式 仏 教 」 と 「葬 送 ・仏 教」 の い ず れ も批 判 の 対 象 と
　 　 　 コ
な るで あ ろ う。 しか しほん と うの あ りよ う(当 為 的本 来)を 基 準 とす れ ば、 お の ず と評 価 はわ
か れ るの で あ り、 「葬 送 ・仏教 」 の再 評 価 が要 請 され るの で あ る。
今 な お、 看 死 な き葬 送 を本 務 とす る寺 院 と、 治療 ・延 命 を本 旨 とす る医 療 機 関 一。 この よ う
な現 象 は、 人 び との生 活 視 圏 か ら死 が遠 ざ け られ、 そ の結 果 、 死 が 綾 小 化 され、 生 命観 が 貧 弱
に な って しま った戦 後 の風 潮 と見 合 うもの で あ ろ う。 戦 時 中 の 「死 の 賛 美」 と、 戦 後 の 「死 の
忘 却 」。 これ らは明 らか に逆方 向 を示 して い るが 、 と もに中世 以 来 の死 態 観 、 「死 の受 容 」 か ら
の逸 脱 とい う点 で 共 通 して い る ので あ る。 と はい え、 近 年 の 新 た な 傾 向 と して本 書 副 題 のく 死
と救 済 〉 は病 いや 死 の受 容 、 看 と りや葬 送 とい った テ ー マで ア カデ ミズ ム、 ジ ャー ナ リズ ム を
問 わず 論 議 が さ か ん で あ る。 わ が 国 の伝 統 的 な文 化 事 象 を射 程 に入 れ た そ れ らの発 言 に は、 い
くつ か のパ ター ンが見 出 され る。 す な わ ち、 今 な お欧 米 を モデ ル と した近 代 主 義 的 な立 場 か ら
の所 論 か 、 さ もな くば既 成 仏 教 教 団 によ る現 状 追 認 の 弁
、 あ るい は現 代 の課 題 を不 問 に付 した
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歴 史 の実 態 の トレー ス に と ど ま る もの な どで あ る。
それ らに共 通 して み られ るの は、 近 代 以 前 の文 化 の前 提 とい うべ き もの を対 象 化 す る視 点 が
概 して 薄 弱 な こ とで あ る。 そ の前 提 と は、 た とえ ば往 生 ・成 仏 をめ ざ す 「信 心 」 や 「道 心 」 と
よば れ て きた 類 の宗 教 意 識 そ の もので は な く、 そ れ らを根 底 的 に 自明 の こ と と して支 え る、 死
イマ ジネ　 シ ョン
後生 や他界 をめ ぐる 想像力 で ある。
近代主義 は、往生 ・成仏 や、 それを め ざす信心 ・道心の類 を合理 的に再 編 ・整 理す る一 方、
それ らの前提 と して の死後生や他界 をめ ぐる想像力を既 しめ切 り捨 てて きた。
この想像力 は、現代人 の心性 においてすでに澗渇 したかにみえ るが、 じっ はさまざまな危機
的局面 において露表 し噴出す るものであ ることは各種の臨床 リポー トによって知 られる。今 日、
私 たちが再確認 し再評価す る必要性 と可能性が あるの はこの伝統的文化の前提 と しての想像力
ではなか ろ うか。
コ 　 　 　
これを手がか りに私 た ちの想像力 を喚起 し駆使 して中世 の精神世界を追体験 し再構築 したい、
とい うねが いが、本論 文 にはこめ られている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は、 プ ロ ロー グ、1「 自己 の死 」、H「 病 ・死 ・葬 」、 皿 「も うひ とっ の信 仰 」、 エ ピ
ロー グ、 か らな る。
プ ロロ ー グで は、 本 論 文 の課 題 と方 法 が示 さ れ る。
第1部 「自己 の死 」 で は、 中世 人 が 自己 の死 を いか に理 解 し対 応 した か とい う問 題 を と りあ
げ る。 無 常 思 想 の はた した 役割 を ふ ま え な が ら、 「死 の受 容 」 の中世 的 形 態 が い か に して 形 成
され たか を さ ま ざ まな 角 度 か ら考 察 して い る。
第1章 「無 常 と盈 麟 一『徒 然 草 』 を例 と して 」 は、 従 来 「無 常 観 」 と い う言 葉 で一 括 され
て き た 『徒 然 草』 の 思 想 が、 無 常 観 と盈 麟 の思 想 と い う二 っ の異 質 な理 念 か らな る こ と、 そ し
て 兼 好 の 死生 観 が この二 っ の理 念 を踏 ま え た独 自の もの で あ った こと、 を 説 く。 第2章 「『一
言 芳談 』 の世 界」 で は、 他 の 隠者 文 学 と対 比 して 『一 言 芳 談 』 の思 想 的 特 質 を論 じ、 『一 言 芳
談 』 の 思想 の 本質 は 「意 志 性 」 に あ り、 これ を 前 提 に して 「死 を みっ め て生 きぬ か ん とす る」
独 自の 死生 観 が成 り立 つ、 と説 く。 第3章 「「死 態 」 観 と浄 土教 」 は、 死 に際 の 生 態 を 「死 態」
と名 づ け、 「死 態 」 観 に着 目 して 、 中世 の死 生 観 を探 る。 仏教 の果 た した 役 割 に 注 意 を 払 いっ
っ、 往 生 伝 ・発 心 課 ・軍 記 物 の三 つ を素 材 と して 中世 の 「死 態 」観 を 考察 し、 仏 教 の教 義 とそ
れ を受 容 した 人 々 の実 際 の死 態 観 と の間 に はず れ が み られ る とい う興 味 あ る指 摘 を して い る。
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中世 の死生観 にっいての新 たな提言で ある。第4章 「逆修信仰 論拠 と実体」 では、 中世 に
流行 した逆修信仰 について、典拠で ある漢訳仏典 とわが国での信仰 の実態 との落差を指摘 する。
日本人 にみ られ る 「死 の受容」 の中世的形 態の指摘 が とくに注 目され る。 第5章 「「梓 弓」 説
話 の形成 仏教 とシャーマニズム」 は、普遍宗教 としての仏教 と基層信仰 たる シャーマニズ
ム との交渉 を、逆修調 としての 「梓弓」説話 にっ いて検討 して いる。
第 豆部 「病 ・死 ・葬」 では、病をめ ぐる観念 や死 後 の世 界 に向 けての救 済願 望 にっ いて、
「臨終行儀 」を中心 に考察す る。
第1章 「日本人 の病気観 と仏教 古 代か ら近代 まで の一 系譜」 は、〈病 は善知識〉 とい う
観念が、死生観 と関 わ りを もちなが ら、 い くっかのバ リェーシ ョンをな しっっ、平安期 か ら明
治期 にいたる一っ の明確 な系譜 を形成 してい ることを明 らか に してい る。第2章 「看 とりの精
神 現 代 と中世 の交響」 は、病者な い し死者へ の看取 りをめ ぐって、平安 ・鎌倉期浄土教 の
諸師 の説示 と、現代 の医療 ・看護の現場か らの臨床報告 との間 に、 呼応 する要素 のある ことを
指摘す る。付1「 臨終行儀 往 くものへの作法 を考 える」 で は、平安浄土教 の臨終行儀 を論
ず る際 に、従来 の 「宗教」対 「呪術」 といった二元 的把握で はな く、全体的(ホ リステ ィック)
な視点 に立っ べ きである とす る。付2「 臨終念仏考 聞 く ・聞かせ る」 で は、古代 ・中世 の
多彩 な史料 を博捜 しっっ、臨終念仏の機能 と意義 を解明、して いる。付3「 日本人 の〈葬〉 の深
層」で は、 これまで の第二部 の論を踏 まえて、現代人 の心性 を も規定 する 日本人 の葬送観念 の
独 自性 にっ いて論ず る。第3章 「日本人 の死生観 と浄土教」 は、仏教 と仏教以前 か らの民俗 と
の絶え ざる相互干渉 にお いて、 日本 入の死生観が形成 されてい く過程 を、古代か ら現代 にいた
る長 いスパ ンのなかで明 らか に してい る。以上第H部 で は、 臨終行儀 の中に、死生観 あるいは
死 と救済 をめ ぐる観念 の、 日本的な特色 を巨視的 な眼で探 り出 してい る。
第 皿:部 「もうひ とつ の信仰」で は、仏教教理 の周縁 にあ って、 中世 日本人 に広 く深 く定着 し
て いた信仰 の実態 とその意義を考察 す る。
第1章 「〈夢〉信仰 の軌跡」で ほ》文芸作品 を素材 と して古代 か ら中世 にいたる夢信仰 の展
開を たど り、 そ こに、夢 にみ る対象 を実在 とす る ものと非実 在 とす るもの とい う二っ の観念 が
存 在す ることを指摘 し、 その観念 の変容 の様相 を明 らか に してい る。第2章 「善導 ・法然 をめ
ぐる人師信仰」で は、法然 とその教 団における人師信仰を検討 し、弥陀 に加 えて特定 の人師 を
信仰 の対 象 に求 めざるを得な いところに、 中世 日本人の思惟方 法や信仰 の特質 を見 出す ことが
で きるとす る。第3章 「中世 にお ける神仏関係 の一面 ・仏 法禁忌 を中心 に」 は、中世 におけ
る神仏関係 の一班 を、神祇信仰の側 か らの排仏論 と仏教側の対応 の論理 を素 材 と して解 明 し、
もって、中世 日本人 の信仰の独 自のあ り方 を提示す る。
「エ ピロー グ」で は、本論文の成 果を簡潔 にまとめた うえ、今 日的問題 とのかかわ りにつ い
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て論 じてい る。
従来 の中世 思想の研究 は仏教、 なかで も頂点的思想家 の著作 を素材 と してな され るのが ほと
ん どで あった。 それ に対 し本論 文 は、統一的 な問題意識 と視座 に立脚 しっっ、平安か ら室町期
という長 い期間 の、体系化 された仏教教理か ら神道論 ・文芸 にいたる、多 くの史料 を縦横 に駆
使 して、 その研究 を進 めて いる。 その結果本論文 は、「死 と救済」 とい うテー マにつ いて の個
別研究 の集積 を越 えて、 これ まで知 られていなか った中世 日本人 の集合 的心性 を抽 出 し、 もっ
て中世 の新 たな精神世界像を提示す ることに成功 して いる。本論文が、 中世思想史研究の進展
に大 き く寄与す る もので あることは疑 えない。
よ って本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す る ものと認
め られる。
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